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プロパティの保存 
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モデル要素のプロパティ情報を、カンマ区切り(*.csv)またはタブ区切り(*.txt)のテキストファイルに保存し

ます｡ 

カンマ区切りのテキストファイルは、Excel 等、他のアプリケーションで使用することができます｡ 

タブ区切りのテキストファイルは、メモ帳などでファイルを開き、内容をコピーしてExcelに貼り付けて使用

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. プロパティの保存 
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[ツール]タブ－[プロパティの保存]を

クリックします。 

 

 

 

 

 

プロパティ情報を保存する要素の範囲

を指定します。 

 

「図面全体を拾う」を選択すると、図

面の全ての要素を対象にプロパティを

保存します。 

 

「カレントビュー内で拾う」を選択す

ると、指定したビューに表示されてい

る要素を対象にプロパティを保存しま

す。 

 

「選択要素の範囲内で拾う」を選択す

ると、選択した要素を対象にプロパテ

ィを保存します。 

 

保存セットを選択します。 

 

保存するテキストファイルの種類を選

択します。 
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「カンマ区切り」を選択すると、(*.csv)で保存します。 

※Excelで開いた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「タブ区切り」を選択すると、(*.txt)で保存します。 

※メモ帳で開いた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開始する]をクリックします。 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが表

示されます。ファイル名を入力して

[保存]をクリックします。 

→テキストファイル(*.csv/*.txt)を

保存します。 
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プロパティの保存項目を設定する保存セットを作成、編集します。 

 

保存セットの新規作成 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より[編集]を

クリックし、[保存項目の設定]ダイアログの「新

規作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[保存セット]ダイアログで保存セット名とコメン

トを入力します。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

[拾う要素]でプロパティを保存する要素名にチェ

ックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 保存セットの設定 
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[出力するプロパティ]の項目を設定します。 

[追加]をクリックします。 

→[出力するプロパティ項目]が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カテゴリ][プロパティ項目]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロパティ項目] 
[カテゴリ] 

5

１ 

5

１ 

6 

6 



 

 

 

－7－ 

「属性値」または「合計値」を選択します。 

 

 

 

 

 

「属性値」を選択すると、プロパティ項目の値を

そのまま出力します。 

 

「合計値」を選択すると、プロパティ項目の値の

合計を出力します。 

 

[OK]をクリックします。 

→[出力するプロパティ]に項目が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力する項目を追加し、[OK]をクリックしま

す。 

→作成した保存セット名がリボンのドロップダウ

ンメニューに追加されます。 
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 補足説明 

スポイトをクリックして図面上の要素を指定すると、要素のプロパティから追加する項目を選択することが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロパティの選択]ダイアログに選択した要素のプロパティ項目の一覧が表示されます。保存するプロパテ

ィ項目にチェックを入れて[OK]をクリックし、[出力するプロパティ]に追加します。 

 

 

 

 

 

 

  

追加する項目に 
チェックを入れます。 

要素をクリック 
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保存セットの編集 

対象、プロパティ項目の変更 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より編集する

保存セットを選択し、[編集]をクリックします。 

 

[保存項目の設定]ダイアログの[拾う要素]で、保

存する要素を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出力するプロパティ]で、保存する項目を変更し

ます。項目を指定し、[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出力するプロパティ項目]ダイアログで[カテゴ

リ]と[プロパティ項目]を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

項目をクリック 
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プロパティ項目の削除 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より編集する

保存セットを選択し、[編集]をクリックします。 

 

[保存項目の設定]ダイアログの[出力するプロパテ

ィ]から項目を指定し、[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示順の変更 

保存したテキストファイルは、[出力するプロパティ]の項目の順に左から表示されます。 

 

 

 

 

 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より編集する

保存セットを選択し、[編集]をクリックします。 

 

[保存項目の設定]ダイアログの[出力するプロパテ

ィ]で表示順を変更する項目を指定し、矢印をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

項目をドラッグしても順番を変更で

きます｡ 

 
 

[出力するプロパティ]の順番 

項目をクリック 

移動する方向の矢印をクリック 

項目をクリック 
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保存セットの保存・読み込み 

作成した保存セットを他のPCに受け渡すには設定ファイルを作成します。 

 

設定ファイルを保存する 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より保存セッ

トを選択して[編集]をクリックします。 

 

 

[保存項目の設定]ダイアログより[設定の保存]

をクリックします。 

→[設定の保存]ダイアログが開きます。 

 

 

[設定の保存]ダイアログでファイル名を入力して

[保存]をクリックします。 

→プロパティ情報の出力設定ファイル

(*.RebroPropertyExport)を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイルを読み込む 

[ツール]タブ－[プロパティの保存]より[編集]を

クリックします。 

 

[保存項目の設定]ダイアログより[設定の読み込

み]をクリックします。 

→[設定の読み込み]ダイアログが開きます。 
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[設定の読み込み]ダイアログからプロパティ情報

の出力設定ファイル(*.RebroPropertyExport)

を選択し、[開く]をクリックします。 

→保存セットが追加されます。 
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追加された保存セット名 


